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 局所の循確調整をつかさどる因子として,神経支配の他に,血管平滑筋自体の伸展性や,局所
 で産生されて循灌を調整する媒体(mediaもOr)の三者が協力して作働するものと考えられて
 いる。ゴ狂流を一時遮断して後に生ずる血流増加,即ち反応性充血は,このような局所調整機構を
 示す一つの現象であるが,これは主として,局所に於て産生される物質によって生ずるものとさ
 れているが,この物質がいかなるものであるかは,いまだ明らかではない。過去にかいて,水素
 イオン濃度,hi鵠amin,乳酸,炭酸ガス,酸素不足などがあげられたが,各々についての否
 定的結果も集積されている。この物質がいかなるものであれ,局所の代謝活性度に従って産生さ
 れる血管拡張性物質による事は,十分に推測しうるところであるので,これを骨格筋に寿いで立
 証すべぐ実験を行なった。
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 8Kg前後の雑犬を被験動物として,その一側の後肢を大腿部で完全に分離し,この股動脈並び
 に階静脈と,供rllL犬の頸動脈並ぴπ頸静脈とを,それぞれ結合する交叉潅流法を用い,動脈側に
 sigma-mo七〇rpumpを置いて,後肢を定流景海流を行ない,潅流圧を電気圧力計を用い
 て測定した。供血犬の麻酔は,mOrphille4口脇/1く9とurethane19/Kgの皮下注で,被
 験動物はpentobarbita150澗ノKg静注で行なった。
一
結果
 反応性充血の大きさは,areaovercurveで,持続畦間はhalftimeで表わした。
 A.血流量を狛om!/minから段階的π減少させて各々5分間の血流遮断を行なうと,
 26m1/min以上の血流がある場合には,haユftimeはほy等しかったが,14m]ノmin
 では,これが約2倍に延長したo
 B.血流遮断時間を6秒から1日分まで変化させると,これに平行してhaユfUme,area
 OverCurveは増加した。
 C-1.monoio邑oaceUCacid20、50皿仔を動脈内に注入すると,強い血管拡張作
 用がみられたが,1-2時間後に,薬物に対する血管拡張の反応性が存続しているにもかかわら
 ず.反応性充1鉦は消失し,更に時間が経過すると,正常には血管拡張を示めす薬物の作用も,収
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 C-2.80diu皿monOfユUOrOace七a七e5蹴9を動注後,50分以内に反応性充血は消失
 し,むしろ血流遮断後に収縮が生じた。しかしこの状態にむいても,各種の血管拡張性物質の作
 胴は不変である。
 O-5din土tropheno15瑚を動注すると,ごく軽度の血管拡張生ずるが,その反応の能
 中に血流遮断を行なうと,反応性充血はきわめて増大した。
結 論
 反応性充血の大きさは,血流遮断の長さπ比例して増大し,且エネルギー代謝系の七urn
 overを抑制するmonoiodoaceticacid.,80d.iummonofluoroace七ate
 の前処置で消失し,もurnoverを亢進させるdiniLrOPhenoユによって増大する。従っ
 て,血流を調整する繭L管拡張性物質は,骨格筋細胞のエネルギー代謝系の七urno▽erと密に
 相関して角』許されるものと考えられる。
 なおmonoiodoaceUCacidの処置の場合,絹織の浮腫がかこり,薬物に対する反応
 性に変化が起る可能性があるが,monofユuorOace'じa七eの場合は,浮腫がみられない。従
 って,暖者の前処置によって反応性都民が消失するの、みならず,収縮に転ずるのをみると,拡張
 性物質の他1て,収縮性物質の薩離が生ずるのかもしれない。下肢循灌の言周壁に,pediator
 を芯捷し,代謝の大きさに応じて遊離するme邑ia'Lorの量が,循礁血液量を規定すると考える
 と最も合理的である。この問題解明のために,薬理学的研究が進行中である。
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 審査'結果の要・旨 氏
 臓器の循環調整には代謝性因子の影響が大であるごとは多ぐの研究者の認めるところである。
 一方局所性循環調整を示す現象として,反応性充血が古ぐより注目されているが,その詳細は不
 明な点が多い。著者はこの論文に於て,臓器の代謝系を代謝阻害剤を用いて人為的に変えた場合,
 反応性充血がどのような影響をうけるかを知る尋;によって搬器の局所性循環調整と代謝の聞,連を
 解明しようと試みた。
 神経十生の影響を除ぐた1めレて後肢を完全レてク}離し,体液椙三の影多野もできるだけ1筆少とするた屋)1⊂
 被験動物の3倍.以上の体重の供血犬を用いて交叉環流法により,ボンブを用いて定流量潅流を行
 去った。
 そ『の結果エネルギー代謝系の七ur且一〇verを阻害するヨード酢酸やモノ鴻化酢酸ナトリウム
 によつて,反応性充撫け消失し,酸化的燐酸化ε〕uncouP⊥釦1巳作f目にエってエネルギー代謝
 系の七urnつverぞ・i冗延ざ1上る2,4一ソニト・フェノールて反応Il生充血ぼ著二ll月に増大した。
 モノ鴻化酢酸姐.耶で薬物に文」ナる師穿の反応性が正常であるにもかかわらず、血流遮断後に盾1
 管収縮がみられた。ヨード酢酸は密接並1管平滑筋κ作用して弛緩させるうえ,薬物に対する反応
 性も変えてし震うので,解釈は困難であるが,雪ll流遮断後にみられる血管反応け,モノ鴻化酢酸
 処置と同様てあった。
 これら代1謝阻害剤。リイ乍用を総合して,反応イ生充1飢は骨格筋のエネルギー代謝の七Urn-oveτ
 と緊密に総合って'庫生される.κ種管拡張・1生物'雪(おそらぐ単一では薫かろうが)によつて惹起され.
 るものであることが,始めて明らかにされた。
 以上の枷ぐ著者の研究内容稜充分畿位に値するもの、』考えるσ
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